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7. 交流及びパルス法 ThermalDiffusivity測定に

ょる構造相転蕗の研究

吉 田 尚 人

固体物理学の中で興味ある課題の 1つとして,固体の相転移現象が挙げられる｡本研究では

固体の相転移 を研究するために ThermalDiffusivity測定 (以後,TD測定 と略す )とい う

手段 を用いて,相転移現象に伴 う熱的異常を測定 した｡

TD測定 とい うのは,サンプルの厚 さ方向-の熱拡散 を測定 し,結晶学的および磁気的構造

相転移などにおける転移点近傍での熱拡散の変化を調べるのである｡

本研究では,従来の交流法 TD測定だけでなく,今回開発 したパルス法 TD測定 も行った｡

このパルス法 TD測定は,転移点近傍での構造相転移に伴 う非平衡構造ゆらぎの研究に役立っ

ものと期待 されている｡ また,高温におけるTD測定のための高温用サンプルセルを製作 した｡

今回の実験では,ベ ロブスカイ ト型結晶KCdF3の460Kおよび 475Kでの結晶学的構造相

転移について,高温サンプルセルを周いて測定 した｡

以下,交流およびパルス法 TD測定による構造相転移の研究について述べる0

8. 強磁性体密接による超伝導磁束ピンニング効果

薬 玉 寿 弥

第 Ⅱ種超伝導体の量子化磁束 ¢Oの存在するVortex状態において,外部から電流を流す とこ

の量子化磁束に Lorentz 力がはたらく｡ しか しながら実際の超伝導体では,それにもかかわ

らず電流密度が臨界値 左 に達するまで磁束 の流れは起こらず･電気抵抗ゼロの超伝導状態が

保たれる. これは結晶界面や格子欠陥等によ り,量子化磁束をL 力に抗 してピン止め

する力がはたらくためである｡ ピンニングカの原因は,渦系の存在に対する超伝導体とピンニ

ング中心 との自由エネルギー差である｡

この点から強磁性酎 こよる,より大きな磁束 ピンニングが考えられる. 我々は強磁性体と超

伝導体の多層薄膜試料 を作製 し,平行磁場中での臨界電流密度 左 の測定を行いその上昇効果
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